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多数の人が限られた資源を共有して使用するとき、そこ
には混雑や待ちが発生します。身近な例では病院外来の
診察待ちで、たった３分の診察を受けるために１時間以
上待たされることも珍しくありません。ほかにも、情報
通信の世界では、目には見えないところでデータが「待
ち行列」を作って待たされています。私が専門とする「待
ち行列理論」は、このような現象を定量的に表現して解
析する数学の道具であり、これを実世界のデータと組み
合わせることで混雑や待ちに関わる諸問題の解決に役立
てることができます。

医療・ヘルスケア分野、情報通信分野

「混雑と待ち」の現象を数理とデータの力で解き明かす
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＃待ち行列理論 ＃マルコフ解析 ＃確率過程論 ＃通信ネットワーク ＃データ分析
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•  核融合炉の機器や加速器型中性子源のビームターゲットの
候補である液体リチウムの伝熱流動に関する実験・数値シ
ミュレーション

• 熱伝導率が高く、液相の温度範囲が広いという利点から、優
れた伝熱流体として期待されている液体金属に関する研究

• Li 循環装置を使用して、液体 Li 自由表面噴流の流動特性の
解明及び計測技術の開発

• 実験と並行して数値シミュレーションを実施し、実験では
不可視な場所・スケールの現象の可視化

エネルギー分野（核融合）、核科学分野、医療分野

次世代エネルギー開発に向けた液体金属の伝熱流動
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＃液体金属 ＃伝熱流動 ＃核融合中性子源 ＃ PFC
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